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参
議
院
選
挙
が
終
わ
っ
た
。
今
回
の
選
挙
は
「
戦
後
レ
ジ
ー
ム
か
ら
の
脱
却
」

を
掲
げ
た
安
倍
首
相
の
登
場
で
、
国
の
基
本
的
な
政
策
を
問
う
選
挙
に
な
る
と

思
わ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
選
挙
直
前
に
年
金
問
題
が
突
如
浮
上
し
て
、
三
年
前
と

同
じ
よ
う
に
年
金
問
題
が
争
点
に
な
り
、
自
民
党
は
弁
明
ば
か
り
の
防
戦
一
方

の
選
挙
と
な
っ
た
。
年
金
に
つ
い
て
は
選
挙
の
終
盤
に
は
、
政
府
与
党
の
敏
速

な
対
応
と
丁
寧
な
説
明
で
、
多
く
の
国
民
の
理
解
を
得
ら
れ
た
感
が
あ
っ
た
。

し
か
し
、
小
泉
内
閣
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
た
構
造
改
革
に
よ
っ
て
地
方
経
済
は

疲
弊
し
、
東
京
と
地
方
の
格
差
が
益
々
広
が
る
傾
向
に
あ
り
、
国
民
の
漠
然
と

し
た
将
来
へ
の
不
安
感
、
政
治
へ
の
不
信
感
が
強
く
、
そ
れ
が
自
民
党
へ
の
反

喜びに沸く西田選挙事務所にて

年金、格差が自民党への逆風
西田氏、見事初陣を飾る

年金、格差が自民党への逆風
西田氏、見事初陣を飾る

自
民
党
惨
敗
、

厳
し
い
国
民
の
審
判

発
と
な
っ
て
今
回

の
投
票
行
動
に

つ
な
が
っ
た
と
言

え
る
。
京
都
で
は

当
初
、
自
民
党
の

劣
勢
が
伝
え
ら

れ
た
が
、
中
盤
か

ら
終
盤
に
か
け

て
、
府
会
、
京
都

市
会
議
員
を
中

心
に
危
機
感
が

芽
生
え
、
運
動

の
輪
が
拡
が
り
、

候
補
者
・
西
田
昌

司
氏
の
頑
張
り

も
あ
っ
て
、
自
民

党
の
議
席
を
継

承
す
る
こ
と
が

出
来
た
。

の
軽
率
な
発
言
に
よ
っ
て
、
毎
日
大
量
の
票
が
自
民

党
か
ら
流
れ
、
多
く
の
候
補
者
が
犠
牲
と
な
っ
た
。

★
国
会
議
員
は
数
々
の
特
権
が
与
え
ら
れ
て
い
る

が
、
落
選
す
れ
ば
全
く
タ
ダ
の
人
。
私
が
仕
え
て
い

た
先
生
が
、
不
覚
に
も
落
選
し
た
。
先
生
は
、「
一

生
懸
命
頑
張
っ
て
き
た
の
に
何
故
落
ち
る
の
だ
。
人

が
信
じ
ら
れ
な
い
。
人
生
観
が
変
わ
っ
た
」
と
嘆

き
、
悲
し
ま
れ
た
。
そ
れ
ほ
ど
衝
撃
が
大
き
い
。
現

職
時
代
華
や
か
で
あ
っ
た
だ
け
に
そ
の
落
差
が
大
き

く
、
精
神
的
、
肉
体
的
に
こ
た
え
、
体
を
壊
す
人
も

い
る
。
★
前
の
議
員
の
任
期
は
7
月
28
日
ま
で
。

現
職
で
当
選
し
た
人
は
と
も
か
く
、
落
選
し
た
人

は
、
議
員
で
無
く
な
る
の
で
早
急
に
議
員
会
館
、
宿

舎
を
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
私
は
選
挙
か
ら
３
日

後
の
８
月
１
日
に
上
京
し
た
。
会
館
の
エ
レ
ベ
ー
タ

内
の
案
内
板
に
は
早
々
と
落
選
し
た
人
、
辞
め
た
人

の
名
前
が
伏
せ
て
あ
り
、
各
階
で
多
く
の
人
が
荷
物

の
搬
送
に
忙
し
く
働
い
て
い
た
。
落
選
し
た
議
員
は

今
後
ど
ん
な
人
生
を
送
る
の
か
。
高
齢
者
な
ら
と
も

か
く
、
若
い
人
の
前
途
は
厳
し
い
。
★
久
し
ぶ
り
に

宿
舎
に
泊
ま
っ
た
。
私
の
部
屋
の
両
隣
は
京
都
出
身

で
親
し
く
し
て
い
た
が
、
二
人
と
も
残
念
な
結
果
に

終
わ
っ
た
。
選
挙
に
は
必
ず
勝
ち
負
け
が
あ
る
。
し

か
し
、
自
分
の
責
任
で
負
け
た
の
な
ら
諦
め
も
つ
く

が
、
今
回
は
い
わ
ば
、
他
人
の
失
策
に
巻
き
込
ま
れ

た
結
果
で
あ
る
。
敗
軍
の
将
は
兵
を
語
ら
ず
と
言
う

が
、
逆
に
兵（
候
補
者
）は
将（
安
倍
首
相
）の
決
断
力

の
な
さ
を
恨
め
し
く
思
っ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

恒 心

★
自
民
党
に
は
厳
し
い
選
挙
に
な
る
と

思
わ
れ
た
が
、
こ
れ
ほ
ど
負
け
る
と
は

誰
も
予
想
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
。
未
確
認
の
年
金
記
録
、
閣
僚
の

相
次
ぐ
事
務
所
費
問
題
、
そ
し
て
大
臣
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二
ノ
湯
議
員
、

政
治
資
金
規
正
法
で
質
問

参
議
院
外
交
調
査
会

フ
ン
・
セ
ン
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
首
相
と
朝
食
会

質問する二ノ湯議員

資
金
管
理
団
体
が
収
支
報
告
書
に
必
要
以
上
の

事
務
所
費
、
光
熱
水
費
等
を
計
上
し
た
り
、
多
額

の
不
動
産
を
取
得
し
て
い
る
事
例
が
明
ら
か
に
な

り
、
政
治
と
金
に
つ
い
て
、
一
層
の
透
明
性
の
確

保
を
求
め
る
世
論
を
背
景
に
、
改
正
案
が
提
出
さ

れ
た
。
6
月
28
日
、「
政
治
倫
理
の
確
立
及
び
選

挙
制
度
に
関
す
る
特
別
委
員
会
」
で
、
与
党
案
と

民
主
党
案
の
2
改
正
案
が
審
議
さ
れ
、
自
民
党
を

代
表
し
て
二
ノ
湯
議
員
が
質
問
に
立
っ
た
。

☆
二
ノ
湯
議
員
：
今
回
の
政
治
資
金
規
正
法
改
正

に
至
る
背
景
を
聞
き
た
い
。
ま
た
、
政
治
活
動

は
自
主
・
自
由
で
あ
る
べ
き
で
、
余
り
に
も
資

金
運
用
面
を
厳
し
く
規
制
す
る
の
は
望
ま
し
く

な
い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

☆
後
藤
茂
之
衆
議
院
議
員（
自
民
党
）：
今
回
の
改

正
の
背
景
に
は
、
資
金
管
理
団
体
に
よ
る
経
常

経
費
の
使
途
の
不
透
明
さ
、
巨
額
の
不
動
産
取

得
に
よ
る
政
治
と
金
に
対
す
る
国
民
の
不
信
の

高
ま
り
が
あ
る
。
政
治
活
動
や
結
社
の
自
由
を

し
っ
か
り
確
保
し
な
が
ら
、
政
治
資
金
の
透
明

性
、国
民
へ
の
信
頼
回
復
に
努
め
て
い
き
た
い
。

☆
山
下
八
洲
夫
参
議
院
議
員（
民
主
党
）：
私
た
ち

の
使
命
は
、
国
民
の
政
治
不
信
を
解
消
し
、
自

由
な
政
治
活
動
を
行
う
た
め
に
、
政
治
団
体
の

支
出
の
透
明
性
を
向
上
さ
せ
る
事
で
あ
る
。

☆
二
ノ
湯
議
員
：
政
治
資
金
課
で
は
、
資
金
管
理
団

体
の
収
支
報
告
書
を
受
理
し
た
段
階
で
、
記
載

間
違
い
や
漏
れ
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
い
る
の
か
。

☆
久
元
選
挙
部
長
：
収
支
報
告
書
を
受
理
す
る
前

提
と
し
て
、
政
治
団
体
の
会
計
責
任
者
が
事
実

に
即
し
て
記
載
を
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
た
め
真
実
の
記
載
を
し
て
い
る
旨
の
宣
誓

書
も
添
付
さ
せ
て
い
る
。

☆
二
ノ
湯
議
員
：
資
金
管
理
団
体
が
土
地
、
建
物

を
取
得
す
る
場
合
、
登
記
は
政
治
団
体
の
代
表

者
、
つ
ま
り
政
治
家
本
人
が
行
う
。
後
日
こ
れ

を
売
却
す
る
場
合
、
代
表
者
の
収
入
に
な
る
の

か
、
資
金
管
理
団
体
へ
の
寄
附
に
な
る
の
か
。

☆
久
元
選
挙
部
長
：
政
治
団
体
が
所
有
し
て
い
た

不
動
産
を
売
却
し
た
対
価
は
、
そ
の
政
治
団
体

の
収
入
に
な
り
、
収
支
報
告
書
に
そ
の
旨
を
記

載
す
る
義
務
が
あ
る
。

☆
二
ノ
湯
議
員
：
民
主
党
案
で
は
、
領
収
書
に
氏

名
・
住
所
・
支
出
の
目
的
・
金
額
及
び
年
月
日

を
記
載
す
る
事
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
で
は
事

務
が
膨
大
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

☆
山
下
八
洲
夫
議
員
：
事
務
量
が
増
え
る
こ
と
は

間
違
い
な
い
が
膨
大
で
は
な
い
。
民
主
党
内
で

は
、
全
て
の
項
目
に
領
収
書
添
付
と
い
う
議
論

も
あ
っ
た
が
、
金
額
が
小
さ
い
領
収
書
を
も
ら

う
事
が
難
し
い
た
め
、
一
万
円
超
と
し
た
。

☆
二
ノ
湯
議
員
：
な
ぜ
資
金
管
理
団
体
の
み
に
不

動
産
の
取
得
・
保
有
を
禁
止
す
る
と
限
定
し
た

の
か
。

☆
早
川
忠
孝
衆
議
院
議
員（
自
民
党
）：
民
主
党
の

代
表
に
限
っ
た
こ
と
だ
が
、
本
来
は
国
民
の
浄

財
の
受
皿
と
な
る
資
金
管
理
団
体
が
巨
額
の
不

動
産
を
取
得
し
て
い
る
疑
い
が
あ
り
、
国
民
の

不
信
を
払
拭
す
る
意
味
で
資
金
管
理
団
体
に
限

定
す
る
と
い
う
こ
と
に
し
た
。

☆
二
ノ
湯
議
員
：
民
主
党
案
で
は
、
政
党
以
外
の

政
治
団
体
に
よ
る
不
動
産
及
び
有
価
証
券
の
取

得
制
限
が
加
え
ら
れ
た
が
、
こ
こ
で
言
う
政
党

以
外
と
い
う
の
は
政
党
支
部
も
含
む
の
か
。

☆
江
田
五
月
参
議
院
議
員（
民
主
党
）：
政
党
支
部

に
対
し
て
も
政
党
と
同
じ
よ
う
な
取
り
扱
い
を

す
べ
き
だ
。

☆
二
ノ
湯
議
員
：
資
金
管
理
団
体
が
高
額
の
不
動

産
を
取
得
・
保
有
し
て
い
る
と
い
う
例
は
民
主

党
党
首
に
関
す
る
も
の
だ
け
と
聞
い
て
い
る

が
、
民
主
党
と
し
て
今
後
の
処
理
方
針
は
。
ま

た
、
政
治
団
体
が
不
動
産
を
取
得
・
保
有
し
、

そ
の
団
体
が
解
散
し
た
場
合
、
そ
の
不
動
産
は

地
方
公
共
団
体
又
は
国
に
帰
属
す
る
制
度
を
採

用
し
た
ら
ど
う
か
。

☆
江
田
五
月
議
員（
民
主
党
）：
不
動
産
・
有
価
証

券
の
運
用
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
が
、
運
用
以
外

で
供
す
る
事
は
問
題
な
い
と
考
え
て
い
た
。
し

か
し
、
世
論
の
動
向
を
勘
案
し
て
、
そ
れ
ら
を

取
得
・
保
有
す
る
こ
と
も
禁
止
し
た
。
団
体
が

解
散
し
た
場
合
の
資
産
の
処
分
方
法
は
、
今
後

検
討
す
る
。

☆
二
ノ
湯
議
員
：
政
治
家
が
企
業
、
団
体
等
と
の

癒
着
を
断
ち
切
る
た
め
に
、
広
く
浅
く
小
口
の

お
金
を
集
め
る
こ
と
が
政
治
家
の
本
来
の
姿
で

は
な
い
か
。

☆
後
藤
茂
之
議
員（
自
民
党
）：
自
民
党
は
、
個
人

献
金
や
企
業
・
団
体
献
金
、
党
費
、
事
業
収

入
、
政
党
助
成
金
等
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
運
営
し

て
い
る
。
し
か
し
、
個
人
献
金
の
必
要
性
は
十

分
に
認
識
し
て
お
り
、
更
な
る
努
力
が
必
要
で

あ
る
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
フ
ン
・
セ
ン
首
相
は
１
９
９
８

年
に
首
相
に
就
任
、
経
済
発
展
の
た
め
に
諸
改

革
を
実
行
し
て
い
る
。
わ
が
国
は
カ
ン
ボ
ジ
ア

の
和
平
・
復
興
・
開
発
に
積
極
的
に
貢
献
し
、

１
９
９
２
年
に
は
初
の
Ｐ
Ｋ
Ｏ（
国
連
平
和
維
持

活
動
）の
要
員
も
派
遣
し
た
。
そ
の
た
め
、
カ
ン

ボ
ジ
ア
の
わ
が
国
に
対
す
る
信
頼
は
非
常
に
強
い

も
の
が
あ
る
。
政
府
の
公
賓
と
し
て
、
6
月
13
日

～
16
日
の
日
程
で
日
本
を
訪
れ
た
カ
ン
ボ
ジ
ア

の
フ
ン
・
セ
ン
首
相
は
、
6
月
14
日
、
ホ
テ
ル
・

オ
ー
ク
ラ
で
開
か
れ
た
参
議
院
外
交
調
査
会
主
催

の
朝
食
会
に
出
席
し
、
今
後
の
両
国
の
友
好
協
力

関
係
に
つ
い
て
調
査
会
の
各
議
員
と
意
見
を
交
わ

し
た
。

フン・セン首相、カンボジア政府要人と参議院議員
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西
田
候
補
、
涙
の
訴
え

二
ノ
湯
議
員

「
地
方
財
政
」
で
参
考
人
質
疑

48
個
人
演
説
会
場
で
登
壇

危機感あふれる総決起大会

二ノ湯議員、府内各地を東奔西走

夕
張
市
で
起
こ
っ
た
よ
う
な
地
方
財
政
破
綻
を

未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
「
地
方
公
共
団
体
の
財

政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
案
」
の
審
査
に
関
し
、

去
る
６
月
12
日
参
議
院
総
務
委
員
会
で
参
考
人
質

疑
が
行
わ
れ
た
。
二
ノ
湯
議
員
は
自
民
党
を
代
表

し
て
質
疑
を
行
っ
た
。
主
な
や
り
と
り
は
以
下
の

通
り
。

☆
二
ノ
湯
議
員
：
片
山
前
知
事
は
地
方
自
治
に
お

け
る
議
会
の
役
割
、
機
能
と
い
う
も
の
が
大
変

重
要
だ
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
の
地
方
自
治
と
議
会
の
役
割
に
つ
い
て

お
伺
い
し
た
い
。

☆
片
山
義
弘
前
鳥
取
県
知
事
：
一
つ
は
地
方
自
治
法

が
議
会
に
付
与
し
て
い
る
現
行
の
機
能
で
さ
え

今
の
日
本
の
地
方
議
会
は
活
用
し
て
い
な
い
。
地

方
自
治
法
の
96
条
で
議
決
案
件
を
制
限
さ
れ
て

い
る
が
こ
れ
に
付
加
を
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治

体
の
議
会
で
条
例
を
作
っ
て
議
会
の
権
能
を
増

や
せ
ば
よ
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
議
会
の
事
務
局

を
強
化
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

　
　

も
う
一
つ
は
地
方
の
議
員
の
選
び
方
と
選
ば

れ
方
を
も
う
ち
ょ
っ
と
点
検
す
る
必
要
が
あ

る
。
基
礎
的
自
治
体
の
議
員
の
要
件
が
国
会
議

員
と
同
じ
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

　
　

分
権
時
代
と
い
う
の
は
議
会
が
主
役
で
あ
る
。

そ
れ
な
ら
ば
、
主
役
に
ふ
さ
わ
し
い
議
会
の
在
り

方
を
自
治
法
の
改
正
を
通
じ
て
や
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
れ
が
一
番
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

☆
二
ノ
湯
智
議
員
：
基
礎
自
治
体
の
ト
ッ
プ
で
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
河
内
山
参
考
人
と
小
林
参
考

人
に
お
伺
い
し
た
い
。
地
方
自
治
体
の
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
最
低
レ
ベ
ル
は
ど
の
程
度
に
抑
え

る
べ
き
か
。

　
　

ま
た
、
町
の
財
政
状
況
を
普
通
の
人
に
も
分

か
り
や
す
く
す
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点

に
つ
い
お
二
人
に
お
伺
い
し
た
い
。

☆
河
内
山
参
考
人（
山
口
県
柳
井
市
長
）：
地
方
財

政
に
つ
い
て
は
交
付
税
制
度
が
あ
る
が
、
高
度

経
済
成
長
時
代
に
財
政
は
厳
し
い
と
毎
年
言
わ

れ
て
い
た
が
税
の
自
然
増
収
が
あ
っ
た
た
め
何

と
か
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
は
違

う
と
い
う
こ
と
を
首
長
が
ま
ず
認
識
す
る
こ
と

が
大
切
だ
。

　
　

住
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
地
方
自
治
体
の
場

合
、
民
間
で
出
来
る
こ
と
は
民
間
で
や
る
べ
き

だ
。
公
共
性
の
高
い
こ
と
は
自
治
体
が
や
る
べ
き

で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
や
り
方

は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
力
を
発
揮
さ
せ
る
よ
う
な

施
策
を
立
案
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
る
。

☆
小
林
参
考
人（
福
島
県
泉
埼
村
長
）：
住
民
へ
の
村

の
財
政
等
の
説
明
に
つ
い
て
は
各
種
行
事
や
毎
月

発
行
の
広
報
等
を
使
い
分
か
り
や
す
く
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
年
に
一
度
自
治
組
合
長
会
議
、
区

長
会
議
が
一
緒
に
集
ま
り
、
今
の
村
の
財
政
再
建

の
進
捗
状
況
等
を
理
解
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
　

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
で
す
が
お
金
の
あ
る

人
、
力
の
あ
る
人
は
も
う
構
わ
な
い
。
ど
う
し

て
も
行
政
の
力
を
か
り
な
い
と
生
活
で
き
な
い

方
に
は
手
を
尽
く
そ
う
と
い
う
形
で
や
っ
て
い

る
。
泉
埼
村
は
財
政
再
建
中
で
あ
り
、
住
民
が

自
ら
何
で
も
や
り
、
ど
う
し
て
も
解
決
で
き
な

け
れ
ば
私
た
ち
が
手
伝
う
と
い
う
形
で
理
解
し

て
も
ら
お
う
と
現
在
進
め
て
い
る
。

選
挙
戦
も
終
盤
に
な
っ
た
7
月
26
日
、
京
都
市

内
の
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
京
都
に
お
い
て
、
西

田
昌
司
候
補
を
支
援
す
る
団
体
・
企
業
に
よ
る
団

体
総
決
起
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
、
中
央
か
ら
森
喜
朗
元
総
理
、
地
元
か

ら
山
田
啓
二
京
都
府
知
事
、
桝
本
賴
兼
京
都
市

長
、
ま
た
、
支
援
団
体
を
代
表
し
て
、
渡
邉
隆
夫

日
本
商
工
連
盟
京
都
地
区
副
代
表
世
話
人
が
応
援

に
駆
け
つ
け
た
。

京
都
を
含
め
全
国
的
に
自
民
党
に
と
っ
て
、
厳

し
い
情
勢
が
伝
え
ら
れ
る
中
、
各
応
援
弁
士
は
二

人
区
の
京
都
選
挙
区
に
お
い
て
、
自
民
党
の
議
席

を
絶
対
に
失
っ
て
は
な
ら
な
い
と
、
参
加
者
に
強

く
訴
え
た
。

こ
の
よ
う
な
団
体
総
決
起
大
会
は
、
知
事
・
京

都
市
長
選
挙
で
は
恒
例
で
は
あ
る
が
、
国
会
議
員

選
挙
で
は
１
８
０
０
名
も
の
参
加
者
を
集
め
て
の

決
起
大
会
は
珍
し
く
、
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
た

西
田
候
補
を
何
と
か
当
選
さ
せ
よ
う
と
い
う
危
機

感
の
表
れ
で
あ
っ
た
。
こ
の
決
起
大
会
の
成
功
が

追
い
す
が
る
共
産
党
候
補
を
引
き
離
す
要
因
の
ひ

と
つ
と
な
っ
た
。

今
回
の
選
挙
、
公
示
直
後
は
、
大

型
台
風
接
近
に
よ
る
天
候
の
悪
さ

や
三
連
休
な
ど
、
悪
条
件
が
重
な

り
、
各
演
説
会
場
の
動
員
数
は
三
年

前
の
選
挙
と
比
べ
、
大
幅
に
低
調
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
中
盤
か
ら
終
盤

に
か
け
て
、
厳
し
い
情
勢
が
報
道
さ

れ
た
た
め
、
府
市
会
議
員
後
援
会
や

地
域
支
部
に
お
い
て
、
危
機
感
が
高

ま
り
、
各
会
場
の
動
員
数
も
大
幅
に

上
昇
し
た
。
二
ノ
湯
議
員
は
、
同
じ

参
議
院
議
員
と
し
て
、
同
時
に
自
民

党
京
都
府
連
の
筆
頭
副
会
長
と
し
て

選
対
副
本
部
長
を
務
め
て
い
た
た
め

に
、
期
間
中
、
連
日
西
田
事
務
所
に

詰
め
、
全
国
遊
説
で
留
守
が
ち
な
谷

垣
選
対
本
部
長
を
補
佐
し
た
。
し
か

も
、
夜
は
府
内
各
地
の
演
説
会
に
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
許
す
限
り
精
力
的

に
回
り
、
西
田
昌
司
候
補
へ
の
支
持

を
訴
え
た
。

地元国会議員を代表して
激励挨拶をする二ノ湯参議院議員

街頭演説で支持を訴える二ノ湯議員（四条河原町）
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「新政経懇話会」入会のお願い
「新政経懇話会」では、機関紙「えとす」
の発行をはじめ、二ノ湯さとしの政治活
動をご支援いただける会員を募集してお
ります。
是非、二ノ湯さとしの政治理念と主張

にご賛同いただき、ご入会下さいますよ
うお願い申し上げます。

新政経懇話会　年会費　1万円

入会申込・お問い合わせ先
二ノ湯さとし事務所　☎075-315-2228

日
本
・
ア
フ
リ
カ
友
好
議
連

二
ノ
湯
議
員
、

ザ
ン
ビ
ア
担
当
委
員
長
に
就
任

「えとす」購読のお願い

口座名：みんなで政治を考える会

ホームページを開設いたしました

毎月一回の発行です。
月刊誌「えとす」は

毎月ご希望の方は、郵便口座振替にて、
ぜひお申し込み下さい
年間購読料　1200円

郵便振替口座　01000－4－62360

二ノ湯さとし事務所
電話　075-315-2228

̶　お問い合わせ先　̶

http://www.ninoyusatoshi.com

・日　　時：8月26日㈰　（小雨決行）
・出発時刻：午前9時（時間厳守）

・集合場所：地下鉄丸太町駅1番出口

・コース：京都御所内→丸太町加茂川→京都大学構
内（時計台記念館）解散

⃝ �今回は京都大学吉田キャンパス内を歩きます。

　　　　　　　　　　（当日）090-1956-7460

第172回
みんなで歩こう湯歩会 歩

く
こ
と
は健康

の
基
本

下鴨神社の本殿に於いて

か
っ
た
。
今
度
は
枚
方
市
長
が
談
合
容
疑
で
逮
捕

さ
れ
た
。
若
く
し
て
地
方
政
界
に
進
出
、
市
民

派
、
し
か
も
ク
リ
ー
ン
で
改
革
派
の
旗
手
と
し
て

次
期
大
阪
府
知
事
と
の
呼
び
声
も
高
か
っ
た
。
表

面
と
中
味
の
違
い
に
驚
く
。

転
し
、
親
子
五
人
が
乗
っ
た
乗
用
車
に
激
突
、
子

供
三
人
を
死
亡
さ
せ
た
。
そ
の
時
は
犯
し
た
罪
の

大
き
さ
を
素
直
に
反
省
し
て
い
た
が
、
今
頃
に

な
っ
て
、
泥
酔
を
否
定
し
、
ひ
き
逃
げ
だ
け
を
認

め
た
。
誰
の
入
れ
知
恵
か
知
ら
な
い
が
、
も
っ
と

潔
さ
を
も
っ
て
ほ
し
い
。

一
、
朝
鮮
総
連
本
部
の
建
物
を
元
公
安
調
査
庁
長

官
が
社
長
を
し
て
い
る
会
社
が
買
い
取
っ
た
。
攻

守
所
を
変
え
る
と
よ
く
言
う
が
、
昨
日
の
敵
は
今

日
の
友
。
全
く
理
解
に
苦
し
む
。
そ
の
仲
立
ち
を

し
た
人
が
、
元
日
本
弁
護
士
会
会
長
と
な
る
と
、

こ
れ
は
い
っ
た
い
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
と
言
い

た
い
。
公
安
調
査
庁
へ
の
国
民
の
不
信
は
増
す
ば

か
り
だ
。

一
、
夏
に
な
る
と
海
や
川
で
の
子
供
の
事
故
が
多

発
す
る
。
大
抵
、
大
人
の
不
注
意
が
多
い
。
先

日
北
九
州
で
ワ
ゴ
ン
車
の
中
に
園
児
を
置
き
忘

れ
、
熱
中
症
で
死
亡
さ
せ
た
事
件
は
全
く
理
解
に

苦
し
む
。
僅
か
数
人
の
園
児
の
点
検
が
な
ぜ
出
来

な
か
っ
た
の
か
。
無
責
任
と
し
か
言
い
よ
う
が
な

い
。

一
、
改
革
派
知
事
が
相
次
い
で
司
直
の
手
に
か

一
、
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
事
件
で
、
逮
捕
さ
れ
た

村
上
世
彰
被
告
に
対
す
る
判
決
が
下
さ
れ
、
執
行

猶
予
な
し
の
2
年
6
ヶ
月
の
実
刑
判
決
。
し
か

し
、
7
億
円
の
保
釈
金
で
即
刻
釈
放
さ
れ
た
。
庶

民
に
は
想
像
の
つ
か
な
い
法
外
な
額
で
あ
る
。

一
、
福
岡
市
役
所
の
職
員
が
泥
酔
状
態
で
車
を
運

今
春
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
・
ケ
ニ
ア
・
モ
ロ
ッ
コ
を

訪
れ
て
以
来
、
二
ノ
湯
議
員
は
ア
フ
リ
カ
各
国
の

大
使
と
意
見
交
換
を
行
う
な
ど
、
積
極
的
に
ア

フ
リ
カ
外
交
を
進
め
て
き
た
。
今
回
、
日
本
・
ア

フ
リ
カ（
Ａ
Ｕ
）友
好
議
員
連
盟（
会
長
：
森
喜
朗
）

で
は
、
53
ヶ
国
あ
る
ア
フ
リ
カ
の
国
々
に
担
当
の

議
員
を
割
り
当
て
、
よ
り
一
層
の
協
力
強
化
を
促

す
こ
と
と
し
た
。
そ
こ
で
、
二
ノ
湯
議
員
は
、
ザ

ン
ビ
ア
担
当
の
委
員
長
に
就
任
し
た
。
ザ
ン
ビ
ア

（
首
都
：
ル
サ
カ
）は
ア
フ
リ
カ
南
部
に
位
置
し
、

日
本
の
約
2
倍
の
土
地
に
１
１
７
０
万
人
を
抱
え

る
。
農
業
や
観
光
に
力
を
入
れ
、
経
済
・
社
会
開

発
に
力
を
入
れ
て
い
る
が
、
貧
困
が
最
大
の
問
題

で
平
均
寿
命
も
38
歳
と
か
な
り
低
い
。
二
ノ
湯
議

員
は
8
月
1
日
に
行
わ
れ
た
駐
日
ア
フ
リ
カ
大
使

と
の
懇
親
会
で
も
、
ザ
ン
ビ
ア
の
シ
マ
シ
ク
大
使

の
隣
に
座
り
、
活
発
に
意
見
を
交
わ
し
た
。
今
後

も
、「
ア
フ
リ
カ
問
題
の
解
決
な
く
し
て
21
世
紀

の
世
界
の
安
定
と
繁
栄
は
な
し
」
と
い
う
Ａ
Ｕ
議

連
の
認
識
の
も
と
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
と
の
友
好
親

善
を
よ
り
一
層
深
め
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

京
都
府
会
議
員
二
ノ
湯
真
士
君
は
、
春
の
統
一

地
方
選
挙
の
投
票
日
で
あ
っ
た
４
月
８
日
に
婚
約

者
で
あ
っ
た
岩
川
真
理
子
さ
ん
と
婚
姻
届
を
右
京

区
役
所
に
提
出
し
た
。
同
居
を
し
て
い
な
か
っ
た

も
の
の
法
律
上
は
夫
婦
で
あ
っ
た
が
、
去
る
６
月

30
日
、
左
京
区
の
下
鴨
神
社
で
双
方
の
両
親
、
兄

弟
、
叔
父
、
叔
母
の
計
22
人
が
出
席
し
て
、
さ
さ

や
か
な
内
輪
だ
け
の
結
婚
式
を
挙
げ
、
そ
の
後
、

京
都
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
で
披
露
宴
を
行
い
、
新
し

い
人
生
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。
二
人
は
新
居
を

右
京
区
太
秦
朱
雀
町
に
構
え
た
。

二
ノ
湯
真
士
君
、
新
し
い
門
出

下
鴨
神
社
で
挙
式

北村好司郎さんTV出演

※湯歩会世話人代表の北村好司郎さんが、コレクショ
ンにしている箸袋でTV出演されます。是非ご覧く
ださい。

8月24日㈮　AM9：55～AM11：20
タレントたむらけんじと対談

8月27日㈪　PM12：00～PM13：00
桑原征平アナウンサーと対談

＊「なるとも」読売テレビ（10チャンネル）

＊「ちゃちゃちゃ」京都テレビ（34チャンネル）


